
　
他
の
兄
弟
よ
り
一
足
先
に
東
京

に
出
た
井
上
通
泰
は
、
大
学
に
在

籍
し
て
い
た
頃
か
ら
、
多
く
の
文

化
人
・
知
識
人
と
の
交
流
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
の
ひ

と
り
、
森
　
外
と
の
交
友
関
係
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
『
舞
姫
』『
山
椒
大
夫
』
な
ど
の

作
品
で
知
ら
れ
る
森
　
外
で
す
が
、

彼
の
本
業
は
小
説
家
で
は
な
く
、

医
師
で
し
た
。
文
久
２
年（
１
８

６
２
）
に
津
和
野
（
現
在
の
島
根

県
鹿
足
郡
津
和
野
町
）に
生
ま
れ

た
　
外
は
、
１０
歳
の
と
き
に
上
京
。

当
時
最
年
少
の
１２
歳
で
、
第
一
大

学
区
医
学
校
予
科（
東
京
大
学
医

学
部
の
前
身
）に
入
学
。
１９
歳
で

東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
陸

軍
の
軍
医
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、

精
力
的
に
文
筆
活
動
を
展
開
。
小

説
の
執
筆
以
外
に
も
、
文
学
評
論

や
翻
訳
も
行
い
、
当
時
の
文
壇
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
軍

医
と
し
て
も
、
出
世
を
重
ね
、
陸

軍
省
医
務
局
長
ま
で
登
り
つ
め
た

ほ
か
、退
役
後
に
は
帝
国
博
物
館

（
東
京
国
立
博
物
館
の
前
身
）の

総
長
な
ど
に
も
就
任
。
当
時
を
代

表
す
る
一
流
の
知
識
人
・
文
化
人

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
で
す
。 

　
　
外
と
通
泰
が
出
会
っ
た
の
は
、

明
治
２２
年
（
１
８
８
９
）
頃
。
当

時
大
学
生
だ
っ
た
通
泰
が
、
　
外

の
友
人
で
あ
る
賀
古
鶴
所
に
伴
わ

れ
て
、
　
外
の
自
宅
を
訪
ね
た
の

が
最
初
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ

の
後
、
通
泰
は
知
人
で
あ
る
市
村

　
次
郎
（
東
洋
史
学
者
）
・
落
合

直
文
（
国
文
学
者
・
歌
人
）
ら
を

　
外
に
紹
介
。
意
気
投
合
し
た
彼

ら
は
、
　
外
の
兄
弟
で
あ
る
三
木

竹
二
や
小
金
井
喜
美
子
と
と
も
に
、

同
人
組
織
「
新
声
社
」
を
結
成
。

訳
詩
集
『
於
母
影
』
や
、
文
芸
雑

誌
『
し
が
ら
み
草
紙
』
の
発
行
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

ま
す
。
後
に
日
清
戦
争
が
勃
発
し
、

　
外
が
出
征
し
た
た
め
、
新
声
社

と
し
て
の
活
動
は
途
切
れ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
以
降
も
通
泰
と
　
外

の
交
流
は
続
き
ま
し
た
。
柳
田
國

男
・
松
岡
家
記
念
館
や
、
姫
路
文

学
館
に
は
、
　
外
が
通
泰
に
宛
て

た
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
　
外
が
詠
ん
だ
歌

を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
や
、

帝
国
博
物
館
の
人
事
に
関
す
る
相

談
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
２
人

の
関
係
性
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
通
泰
は
　
外
を
高
く
評
価
し
て

お
り
、
「
唯
文
学
・
医
学
と
の
み

に
限
り
は
せ
ぬ
、
博
覧
強
記
で
何

事
に
も
一
通
り
の
知
識
を
有
つ
て

居
る
」
と
評
し
、
そ
れ
を
示
す
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
弟
の
松
岡
静

雄
が
　
外
と
会
っ
た
と
き
の
話
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
海
軍
士
官
だ
っ
た
静
雄
は
、
任

務
の
た
め
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
ド
イ
ツ
留
学
経
験

の
あ
る
　
外
の
も
と
を
訪
ね
ま
し

た
。
　
外
は
通
泰
の
弟
が
来
た
、

と
い
う
こ
と
で
快
く
会
っ
て
く
れ

た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
船
の

話
を
始
め
た
の
で
す
。
陸
軍
の
軍

医
が
海
軍
の
士
官
に
船
の
話
を
し

て
ど
う
す
る
の
か
、
と
静
雄
は
驚

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
聞
か
さ

れ
た
話
は
い
ず
れ
も
静
雄
の
知
ら

な
い
話
題
で
、
し
か
も
非
常
に
有

益
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。（
井
上

通
泰
「
森
君
」『
中
央
公
論
』
明

治
４２
年
９
月
号
） 

　
ま
た
、
柳
田
國
男
も
　
外
と
深

い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
通

泰
と
　
外
の
交
誼
が
始
ま
っ
た
頃
、

ち
ょ
う
ど
國
男
は
通
泰
の
も
と
に

預
け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
井
上

医
院
に
集
ま
る
文
化
人
た
ち
に
囲

ま
れ
て
國
男
は
成
長
し
、
自
身
も

『
し
が
ら
み
草
紙
』
に
歌
や
人
物

の
評
伝
を
投
稿
し
て
い
ま
し
た
。

『
故
郷
七
十
年
』
に
よ
れ
ば
、
國

男
は
、
お
菓
子
が
食
べ
ら
れ
る
と

い
う
理
由
で
、
よ
く
　
外
の
家
を

訪
ね
て
い
た
よ
う
で
す
。
高
等
学

校
に
入
学
し
て
か
ら
も
、
折
に
触

れ
て
　
外
に
会
っ
て
お
り
、
「
森

さ
ん
は
こ
ち
ら
の
方
に
降
り
て
来

て
、
い
ろ
い
ろ
と
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
る
人
だ
っ
た
か
ら
、
本
当
に

あ
り
が
た
か
っ
た
と
思
っ
て
い 

る
」
と
回
想
し
て
い
ま
す
。 

　
軍
医
を
務
め
な
が
ら
、
次
々
と

小
説
や
評
論
を
発
表
し
て
い
く
　

外
の
姿
は
、
歴
史
を
研
究
し
た
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
養
家
の

意
向
で
医
学
の
道
に
進
ま
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
通
泰
に
、
何
ら
か
の

示
唆
を
与
え
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
し
て
、
２
人
の
交
流

は
静
雄
や
國
男
に
も
影
響
を
与
え

た
の
で
す
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

井
上
通
泰
の
交
友
関
係
①
　
― 

森
　
外 

― 

第１８話 
お
う
が
い 

か

こ

つ

る

と
 

さ
ん
じ
ろ
う 

な
お
ぶ
み 

し
ん
せ
い
し
ゃ 

も 

し
か
ん 

こ
う
ぎ 

し
　
さ 

お
も
か
げ 

か
の
あ
し 

さ
ん
し
ょ
う
だ
ゆ
う 

井上通泰宛森　外書簡（柳田國男・松岡家記念館蔵） 
自分が詠んだ歌を見てほしいという内容が書かれています 

９ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　福崎町農業委員会の定例総会は毎月２０日前後に開催します。 

　農地法に関す

る各種申請・届

出の締切日は毎月５日です。（５日が閉庁日の場

合は翌開庁日）締切を過ぎると、翌月扱いになり

ますので、売買・転用等を検討されているとき

は余裕を持って早めにご準備ください。 

平成２７年度の農地法３・４・５条関係の 
申請・届出状況をお知らせします 

問い合わせ先　福崎町農業委員会事務局（農林振興課内・内線３１３） 

件数 項　　　目 

農地法３条申請 
　（農業をする目的での農地の売買、貸借） 

農地法４条申請・５条申請 
　（市街化区域以外の農地転用） 

農地法４条届出・５条届出 
　（市街化区域内の農地転用） 

面積（㎡） 

２０件 

３４件 

２４件 

２９，７４９ 

１３，８７３ 

１４，１２７ 

３条申請 

４条・５条申請 

４条・５条届出 

１０ 

申請・届出件数の推移（単位：件） 

１０ 

２０ 

３０ 

４０ 

５０ 

０ 

６０ 

２７
年
度 

１８
年
度 

１９
年
度 

２０
年
度 

２１
年
度 

２２
年
度 

２３
年
度 

２４
年
度 

２５
年
度 

２６
年
度 

（
平
成
） 

申請・届出面積の推移（単位：㎡） 

２７
年
度 

１８
年
度 

１９
年
度 

２０
年
度 

２１
年
度 

２２
年
度 

２３
年
度 

２４
年
度 

２５
年
度 

２６
年
度 

（
平
成
） 

３万 

０ 

６万 

５万 

４万 

２万 

１万 

家庭ごみの分別排出にご協力を！ 家庭ごみの分別排出にご協力を！ 
　平成２８年度版の家庭ごみ収集カレンダーを配布してい
ます。裏面には「家庭ごみ分別表」を印刷していますので、
この機会に、もう一度ごみの分別について見直していた
だき、ごみの減量化、リサイクルの推進にご協力ください。 
　家庭ごみ収集カレンダーがお手元にない方は、役場住
民生活課でお渡ししますので窓口にお越しください。 

（住民生活課） 

町民農園利用者募集 町民農園利用者募集 
　夏野菜の苗植えの時期がやってきました！ 
　今年こそ町民農園で家庭菜園にチャレンジしてみませ
んか？ 
〈募集内容〉 
場　　所　馬田字竹之元（市川河川敷の西側） 
募集区画　１区画（約４０㎡） 
利 用 料　年間１㎡あたり４０円 
申込期間　５月２０日（金）まで 
申込方法　農林振興課に備え付けの申込用紙に必要事項を

記入、押印のうえ、提出してください。 
　　　　　※申込多数の場合は抽選とします。 
問い合わせ先　農林振興課　農政係（内線３１４） 

　福崎小学校の３年生は、昔体験活動を実施して

います。昔の台所や食事の支度の様子から生活の

移り変わりに関心を持たせることを目的としてい

ます。 

　今回は、みんなで協力し合って、羽釜でご飯を

炊くことや、七輪でお餅やめざしを焼くこと、味

噌汁を作ることに挑戦しました。 

　２月２６日、青空の下で昔体験活動が始まりま

した。楽しみにしていた子どもたちは、目を輝か

せながら取り組みました。羽釜でごはんを炊いた

り、七輪でお味噌汁を作ったりしました。また、

めざしやお餅も焼きました。

できたてをお腹いっぱい食べ、

胃袋も気持ちも大満足でした。

「むかしの人は、めっちゃ大

変やったんやなぁ。」「毎日、

羽釜のご飯たべたい。」など

色々なつぶやきが聞こえてき

ました。子どもたち全員で協

力し、絆が深まった一日にな

りました。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 



★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

　子どもが歩けるようになったらどんどん外に連
れ出し、外の世界のルールを教えましょう。 
　身体を動かすことで、知識の入れ物である脳そ
のものを鍛えます。 
日時　５月２５日（水）１０：００～１１：３０（受付９：４５～） 
場所　文化センター　小ホール 
講師　姫路市民児連香寺民児協主任児童委員 
　　　　大内和惠さん 
　※申込は不要です。 

外あそびのススメ 
～あそびは２つのそうぞう力を育みます～ 

　イクメン集まれ～！親子でいっぱい身体を動か
して遊びませんか？ 
　ボールやフープを使った運動遊び、身近にある
ペットボトルやタオルを使った遊びなど、親と子
のスキンシップたっぷりの楽しい体育あそびが満
載です。 
日時　６月１１日（土）１０：００～１１：３０（受付９：４５） 
場所　にこにこひろば 
講師　アイキ・スポーツスクール　中村隆司さん 
対象　未就園の子どもとそのお父さん（おじいさん） 
定員　２０組 
申込先　にこにこひろば 
持ち物　フェイスタオル（あそびに使います。８０cm程度） 
　　　　お茶 
　※運動ができる服装でお越しください。 

　お子さんといっしょに絵本やわらべうた遊びを楽し
みながら、子育ての悩みを話したり、お母さん同士で
情報交換したりして、ゆったりと過しませんか。 

※時間は１０：００～１１：００ 
※どこの会場でもご参加いただけます。申込不要。 
※駐車場に限りがありますのでお近くの方は徒歩で 
　ご参加ください。 
※６/１７と６/２０はミニデイ利用者の方との交流を予定 
　しています。 

日　程 

５月１６日（月） 

５月１９日（木） 

５月２３日（月） 

５月２７日（金） 

５月３０日（月） 

実施場所 

中島公民館 

八千種幼児園 

山崎公民館 

高岡幼児園 

　川公民館 

日　程 

６月３日（金） 

６月６日（月） 

６月１０日（金） 

６月１７日（金） 

６月２０日（月） 

実施場所 

西光寺公民館 

福田公民館 

西治公民館 

南大貫公民館 

吉田公民館 

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
５月１７日（火）・６月２１日（火） 
文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

１１ 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
５月１２日（木）・６月９日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズムあそび、
うんどうあそびなどをしています。 
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
６月２日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターな
どを通して、ことばやおはなしの世界を広げましょう。 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

日時　６月４日（土）　１３：３０～ 
場所　文化センター　小ホール 
講師　NPO法人生涯学習サポート兵庫理事長 
　　　　山崎清治（やまさん）先生 
演題　「思いやりのココロの育て方」 
申込先　各幼児園、こども園、子育て支援センター 
　　　　学校教育課 

やま さき せい じ 



町
職
員
の
人
事
異
動 

退
職
者 

（
３
月
３１
日
付
） 

４
月
１
日
付
で
職
員
の
異
動
を
発
令

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
　
）内
は
前
職 

 【
町
参
事
級
】 

△
技
監
　

福
崎
駅
周
辺
整
備
室
室
長
兼

務
（
兵
庫
県
姫
路
土
木
事
務
所
道
路

第
２
課
長
）村
上
修
△
公
営
企
業
参
事

上
下
水
道
課
長
兼
務
（
地
域
振
興
課 

長
）近
藤
博
之 

【
課
長
級
】 

△
企
画
財
政
課
長（
企
画
財
政
課
副
課

長
）吉
田
利
彦
△
地
域
振
興
課
長（
上

下
水
道
課
長
）松
田
清
彦
△
ま
ち
づ
く

り
課
長
福
崎
駅
周
辺
整
備
室
副
室
長

兼
務（
企
画
財
政
課
長
）福
永
聡
△
会

計
管
理
者（
地
域
振
興
課
副
課
長
）木

村
千
晴
△
議
会
事
務
局
長（
ま
ち
づ
く

り
課
副
課
長
）木
ノ
本
雅
佳
△
学
校
教

育
課
長（
学
校
教
育
課
副
課
長
）岩
木

秀
人
△
総
務
課
付
課
長
中
播
衛
生
施

設
事
務
組
合
派
遣（
議
会
事
務
局
長
）

大
塚
謙
一 

【
課
参
事
級
】 

△
住
民
生
活
課
参
事（
住
民
生
活
課
副

課
長
）成
田
邦
造
△
総
務
課
付
参
事
福

崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
総
務

課
付
副
課
長
福
崎
町
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
）小
幡
伸
一 

【
副
課
長
級
】 

△
企
画
財
政
課
副
課
長（
企
画
財
政
課

課
長
補
佐
）森
公
宏
△
農
林
振
興
課
副

課
長（
農
林
振
興
課
課
長
補
佐
）高
原

秀
彦
△
学
校
教
育
課
副
課
長
給
食
共

同
調
理
セ
ン
タ
ー
所
長（
学
校
教
育
課

課
長
補
佐
給
食
共
同
調
理
セ
ン
タ
ー

所
長
）前
田
久
留
美 

【
課
長
補
佐
級
】 

△
企
画
財
政
課
課
長
補
佐（
税
務
課
課

長
補
佐
）　
谷
秀
樹
△
税
務
課
課
長
補

佐（
税
務
課
住
民
税
係
長
）山
本
克
典

△
地
域
振
興
課
課
長
補
佐（
地
域
振
興

課
商
工
係
長
）岡
本
昌
文
△
地
域
振
興

課
課
長
補
佐（
地
域
振
興
課
観
光
係
長
）

小
川
知
男
△
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐（
健

康
福
祉
課
高
年
福
祉
係
長
）
大
畑
由

起
△
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐（
健
康
福

祉
課
介
護
保
険
係
長
）中
野
千
世
子
△

農
林
振
興
課
課
長
補
佐
（
農
林
振
興

課
農
政
係
長
）吉
　
美
鈴
△
ま
ち
づ
く

り
課
課
長
補
佐（
ま
ち
づ
く
り
課
用
地

係
長
）竹
内
一
貴
△
ま
ち
づ
く
り
課
課

長
補
佐（
ま
ち
づ
く
り
課
土
木
係
長
）

増
山
剛
△
出
納
室
室
長
補
佐（
出
納
室

用
度
係
長
）　
馬
明
弘
△
学
校
教
育
課

課
長
補
佐
（
上
下
水
道
課
水
道
管
理

係
長
）中
農
美
香
△
社
会
教
育
課
課
長

補
佐
公
民
館
長
・
体
育
館
長
・
文
化
セ

ン
タ
ー
所
長
・
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
所
長（
健

康
福
祉
課
課
長
補
佐
）石
川
博
憲 

【
係
長
級
】 

△
税
務
課
管
理
係
長（
議
会
事
務
局
庶

務
係
長
）清
水
悦
子
△
健
康
福
祉
課
高

年
福
祉
係
長（
住
民
生
活
課
主
査
）溝

端
弓
子
△
農
林
振
興
課
土
地
改
良
係

長（
上
下
水
道
課
下
水
道
工
務
係
長
）

長
澤
孝
記
△
上
下
水
道
課
水
道
管
理

係
長（
税
務
課
管
理
係
長
）長
澤
路
△

上
下
水
道
課
下
水
道
工
務
係
長
（
農

林
振
興
課
主
査
）三
浦
大
介
△
出
納
室

出
納
係
長（
健
康
福
祉
課
主
査
）宍
戸

淳
子
△
議
会
事
務
局
庶
務
係
長（
健
康

福
祉
課
主
査
）佐
伯
美
保 

【
主
査
級
】 

△
総
務
課
主
査（
出
納
室
主
査
）岸
村

由
紀
子
△
企
画
財
政
課
主
査（
上
下
水

道
課
主
査
）三
枝
昭
仁
△
税
務
課
主
査

（
税
務
課
主
事
）長
谷
川
冴
加
△
地
域

振
興
課
主
査（
ま
ち
づ
く
り
課
主
査
）

森
友
和
△
健
康
福
祉
課
主
査（
総
務
課

主
査
）木
多
美
智
子
△
健
康
福
祉
課
主

査（
地
域
振
興
課
主
査
）東
郷
哲
△
ま

ち
づ
く
り
課
主
査
（
上
下
水
道
課
主 

査
）植
戸
健
夫
△
ま
ち
づ
く
り
課
主
査

（
ま
ち
づ
く
り
課
主
事
）原
井
川
　
彦

△
ま
ち
づ
く
り
課
主
査（
総
務
課
付
主

査
兵
庫
県
姫
路
土
木
事
務
所
福
崎
事

業
所
派
遣
）松
岡
佑
祐
△
上
下
水
道
課

主
査（
企
画
財
政
課
主
査
）中
山
大
輔

△
上
下
水
道
課
主
査（
上
下
水
道
課
主

事
）
塩
見
浩
幸
△
社
会
教
育
課
主
査 

（
社
会
教
育
課
主
事
）玉
田
誠
司
△
総

務
課
付
主
査
兵
庫
県
姫
路
土
木
事
務

所
福
崎
事
業
所
派
遣（
ま
ち
づ
く
り
課

主
査
）木
多
教
太 

【
主
事
級
】 

△
地
域
振
興
課
主
事（
総
務
課
付
主
事

福
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）
三

輪
麻
衣
子
△
社
会
教
育
課
主
事
柳
田

國
男
・
松
岡
家
記
念
館（
社
会
教
育
課

主
事
）樋
口
碧
△
総
務
課
付
主
事
福
崎

町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
健
康
福

祉
課
主
事
）振
角
美
穂 

【
幼
児
園
】 

△
福
崎
幼
児
園
園
長（
高
岡
幼
児
園
園

長
）
尾
内
喜
美
△
高
岡
幼
児
園
園
長 

（
田
原
幼
児
園
副
園
長
）浦
上
初
美
△

田
原
幼
児
園
副
園
長
（
福
崎
幼
児
園

主
幹
保
育
教
諭
）長
澤
美
香 

【
採
用
一
般
行
政
職
】 

△
税
務
課
主
事
・
尾
藤
実
玲
△
住
民
生

活
課
主
事
・
大
谷
卓
矢
△
健
康
福
祉
課

主
事
・
　
中
寛
朗
△
上
下
水
道
課
主
事 

・
古
河
拓
也 

【
採
用
土
木
職
】 

△
ま
ち
づ
く
り
課
主
事
・
畑
中
佑
介 

【
採
用
保
健
師
】 

△
健
康
福
祉
課
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健 

師
・
本
城
里
奈 

【
採
用
保
育
教
諭
】 

△
福
崎
幼
児
園
保
育
教
諭
・
栗
原
有
香

莉 【採
用
再
任
用
】 

△
総
務
課
付
中
播
農
業
共
済
事
務
組

合
派
遣
・
木
村
巧 

【
採
用
嘱
託
職
】 

△
総
務
課
一
般
事
務
補
助
員
・
垣
美
紀

△
住
民
生
活
課
一
般
事
務
補
助
員
・
藤

井
良
法
△
健
康
福
祉
課
一
般
事
務
補

助
員
・
浅
野
真
実
子
△
上
下
水
道
課
一

般
事
務
補
助
員
・
多
田
陽
子
△
健
康
福

祉
課
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
・
竹
下
綾

希
△
健
康
福
祉
課
養
護
老
人
ホ
ー
ム

支
援
員
・
奥
平
ま
り
△
健
康
福
祉
課
養

護
老
人
ホ
ー
ム
支
援
員
・
春
井
ひ
か
る

△
地
域
振
興
課
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
専
門
相
談
員
・
井
本
美
恵
子

△
地
域
振
興
課
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
専
門
相
談
員
・
川
東
佳
充
△

学
校
教
育
課
福
崎
小
学
校
用
務
員
・
入

江
克
子
△
社
会
教
育
課
エ
ル
デ
ホ
ー

ル
施
設
管
理
清
掃
員
・
長
友
拓
海
△
社

会
教
育
課
八
千
種
研
修
セ
ン
タ
ー
施

設
管
理
員
・
加
芝
栄
二
△
社
会
教
育
課

図
書
館
司
書
補
助
員
・
竹
内
文
△
社
会

教
育
課
文
化
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
清

掃
員
・
小
谷
洋
一
郎 

【
採
用
臨
時
職
】 

△
住
民
生
活
課
一
般
事
務
補
助
員
・
正

木
か
お
り
△
健
康
福
祉
課
一
般
事
務

補
助
員
・
安
見
健
太
△
農
林
振
興
課
一

般
事
務
補
助
員
・
松
本
武
士
△
健
康
福

祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
員
・
松

岡
ゆ
き
子
△
社
会
教
育
課
文
化
セ
ン

タ
ー
一
般
事
務
補
助
員
・
森
本
高
行
△

福
崎
幼
児
園
臨
時
保
育
教
諭
・
山
内
孝

子
△
福
崎
幼
児
園
臨
時
保
育
教
諭
・
堀

尾
明
美
△
福
崎
幼
児
園
臨
時
保
育
教 

諭
・
千
田
照
美
△
福
崎
幼
児
園
臨
時
保

育
教
諭
・
奥
田
真
帆
△
福
崎
幼
児
園
臨

時
保
育
教
諭
・
萩
原
秀
美
△
福
崎
幼
児

園
臨
時
保
育
教
諭
・
森
彩
香
△
福
崎
幼

児
園
臨
時
保
育
教
諭
・
鯉
田
芹
香
△
福

崎
幼
児
園
臨
時
保
育
教
諭
・
西
井
達
彦

△
田
原
幼
児
園
臨
時
保
育
教
諭
・
山
内

佳
代
子
△
田
原
幼
児
園
臨
時
保
育
教 

諭
・
立
野
敦
子
△
田
原
幼
児
園
臨
時
保

育
教
諭
・
井
上
逸
代
△
田
原
幼
児
園
臨

時
保
育
教
諭
・
若
畑
都
△
田
原
幼
児
園

臨
時
保
育
教
諭
・
津
田
恭
佳
△
田
原
幼

児
園
臨
時
保
育
教
諭
・
袖
子
田
衣
未
加

△
田
原
幼
児
園
臨
時
保
育
教
諭
・
葛
尾

朱
里
△
田
原
幼
児
園
臨
時
保
育
教
諭
・

田
中
萌
△
八
千
種
幼
児
園
臨
時
保
育

教
諭
・
米
本
美
世
△
八
千
種
幼
児
園
臨

時
保
育
教
諭
・
高
野
由
美
△
八
千
種
幼

児
園
臨
時
保
育
教
諭
・
山
下
明
矢
加
△

八
千
種
幼
児
園
臨
時
保
育
教
諭
・
山
本

由
紀
子
△
高
岡
幼
児
園
臨
時
保
育
教 

諭
・
岩
　
留
依
△
高
岡
幼
児
園
臨
時
保

育
教
諭
・
奥
野
ひ
と
み 

   

△
技
監
　

福
崎
駅
周
辺
整
備
室
室
長
兼 

務
・
松
尾
成
史（
県
か
ら
の
派
遣
期
間

満
了
　

兵
庫
県
西
宮
土
木
事
務
所
所

長
補
佐
）△
ま
ち
づ
く
り
課
長
・
豊
國

明
仁
△
会
計
管
理
者
・
萩
原
昌
美
△
学

校
教
育
課
長
・
山
本
欽
也
△
総
務
課
付

課
長
中
播
衛
生
施
設
事
務
組
合
派
遣
・

内
藤
晴
三
△
総
務
課
付
参
事
中
播
農

業
共
済
事
務
組
合
派
遣
・
木
村
巧
△
福

崎
幼
児
園
園
長
・
白
井
由
加
里
△
農
林

振
興
課
農
林
振
興
専
門
員
・
井
上
茂
樹

△
総
務
課
一
般
事
務
補
助
員
・
松
岡
一

恵
△
住
民
生
活
課
一
般
事
務
補
助
員
・

藤
井
良
法
△
健
康
福
祉
課
一
般
事
務

補
助
員
・
築
山
順
子
△
上
下
水
道
課
一

般
事
務
補
助
員
・
藤
川
由
美
子
△
健
康

福
祉
課
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
・
村
田

早
苗
△
健
康
福
祉
課
養
護
老
人
ホ
ー

ム
支
援
員
・
常
陰
和
子
△
健
康
福
祉
課

養
護
老
人
ホ
ー
ム
支
援
員
・
春
井
ひ
か

る
△
地
域
振
興
課
生
活
科
学
セ
ン
タ

ー
消
費
生
活
専
門
相
談
員
・
藤
尾
修
子

△
社
会
教
育
課
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記

念
館
文
化
財
専
門
員
・
渡
部
典
子
△
社

会
教
育
課
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
施
設
管
理 

員
・
橋
本
繁
和
△
社
会
教
育
課
図
書
館

司
書
補
助
員
・
松
岡
優
子 

： 

１２ 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

一
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
５
月
１７
日（
火
） 

　
　
６
月
２１
日（
火
） 

　
　
７
月
１９
日（
火
） 

　
　
８
月
１５
日（
月
）〜
１６
日（
火
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。（
８
月
中
の
利
用
は
６
月

１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館
し

て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

ど
ん
ぐ
り
カ
ー
ド
の
配
付
に

つ
い
て 

     

　
「
ど
ん
ぐ
り
カ
ー
ド
」
は
、
子

ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
文
化
・
芸

術
や
科
学
に
親
し
め
る
よ
う
に
、

姫
路
市
教
育
委
員
会
が
独
自
に
発

行
し
て
い
る
カ
ー
ド
で
、
姫
路
市

立
の
公
共
施
設
の
一
部（
動
物
園
・

水
族
館
な
ど
１２
施
設
）を
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
カ
ー
ド
は
、
播
磨
圏
域
連

携
中
枢
拠
点
都
市
圏
形
成
連
携
協

約
に
基
づ
い
て
、
福
崎
町
に
住
ん

で
い
る
４
歳
児
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
児
童
・
生
徒
も
利
用
で
き

ま
す
。 

　
カ
ー
ド
は
小
中
学
校
・
こ
ど
も

園
を
通
じ
て
対
象
の
児
童
・
生
徒

に
配
付
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
学

校
・
園
に
通
っ
て
い
な
い
な
ど
の

理
由
で
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
学
校

教
育
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

学
校
教
育
課
（
内
線
２
５
１
） 

  

介
護
保
険 

福
崎
町
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
指
定
候
補
事
業
者
選
考
の

結
果
に
つ
い
て 

　
平
成
２７
年
度
に
公
募
し
た
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
指
定
候
補

事
業
者
の
選
考
に
つ
い
て
、
審
査

の
結
果
、
左
記
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。 

決
定
日
　
平
成
２８
年
３
月
３１
日 

公
募
し
た
事
業 

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護 

事
業
指
定
候
補
事
業
者 

有
限
会
社
愛
の
里 （

健
康
福
祉
課
） 

  

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て 

　
平
成
２８
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
２
６
０
円
で
す
。 

　
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末

で
す
。
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払

い
（
前
納
）
す
る
と
保
険
料
が
安

く
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
般
保
険
料
に
４
０
０

円
の
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
す
る

と
、
将
来
の
年
金
額
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。 

○
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て 

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る 

『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
が
あ
り

ま
す
。 

　
詳
し
く
は
住
民
生
活
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
内
線
３
７
４
） 

１３ 

お知らせ 

information

カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
！！ 

　
大
自
然
の
中
で
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人

に
は
乗
り
方
か
ら
指
導
し
ま
す
の

で
、
誰
で
も
簡
単
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

日
時
　
６
月
２６
日
（
日
） 

　
＊
午
前
の
部
（
９
時
〜
１２
時
） 

　
＊
午
後
の
部
（
１３
時
〜
１６
時
） 

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
一
般 

募
集
人
数
　
各
１５
人
（
先
着
順
） 

申
込
　
６
月
１４
日（
火
）か
ら
受
付 

参
加
費 

　
小
・
中
学
生
　
　
５
０
０
円 

　
高
校
生
以
上
　
１
０
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

  

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
３
月
２７
日
（
日
）
、
町
民
第
１

グ
ラ
ン
ド
で
「
第
１
回
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り 

優
　
勝
　
吉
田 

準
優
勝
　
Ｙ
ｓ
ク
ラ
ブ 

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
加
盟

チ
ー
ム
を
募
集
中
！ 

※
詳
し
く
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
和
田（
　
２２
・
４
７
６
２
）へ
。 

ス
ポ
ー
ツ 

　
福
崎
町
第
１
体
育
館
は
、

７
月
１
日
か
ら
耐
震
改
修
工

事
の
た
め
立
入
禁
止
と
な
り

ま
す
。 

　
詳
細
は
６
月
号
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

平成２７年１月１日から１２月３１日までの１年間の所得に対する町県民税
（住民税）の課税証明書は、次の日程で発行できます。 
　■町県民税を特別徴収（給与から天引き）で納められる方 
　　　⇒５月９日（月）から 
　■町県民税を普通徴収（納付書、口座振替）で納められる方 
　　　⇒６月１６日（木）から 
　■特別徴収対象者で、年金からの天引きもある方 
　　　⇒６月１６日（木）から 

問い合わせ先　税務課（内線３４５） 

平成２８年度町県民税の課税証明書の発行について 


